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重器jijと私たち

なる培ど、これが私たちに多くの患恵を与えてくれている重器JHだe 私は、

重器mと表mが合請する上重信播のたもとで、在丸先生のお言語しを{奇い告がら、

大きく広がるわが霊信時と重信)i!号、はじめて晃るように晃援した。と同時に、

ここに移り性んで 20年になるのに、この時やJIIについて抵とんど無知である

ことに気付意、酪ずかしく患った。

ま工戸時代に本田宮看護が誌がるにつれ、との読れの取水者めぐって度々争いが

あ号、さらに天鰻不擁立よる出作などで、我々の譲先法苦しんだ。当時の苦難

に患いを車種せながら、下轄の鱗死麗霊童快聾塔(1 732年〉に手を合わせた。

やがて、下轄の小山友近ほ野中道勤の協力によって、集内最大で、 10メート

ルもある余本吐や、人関が通れるほどの底舗のある能書谷識を作り (1845

年)、*問題iま解講したが、時が読れ、今で拡さちに多くの水が必要とな号、

この費重者大地をこわしてダムを作ら告げれば告ら主主く主主ったそうである@ダ

ム建設にはとかくの開題があると爵いている o これ以外に解決方法試主主いのだ

ろうかo

一見きれいに晃える重信jl/の水も、出あいのさわやかな膏を立てて議れる小

さ主主せせらぎも、苦の水と拡還ってしまった。よく蒐ると?告が多く、本の富栄

養化が遊んで‘いるという@農薬の議出や様々な排水の垂れ識しにより、富栄麓

fちゃ持染が進む一方であるし、また決して無駿では主主い水を百々無神経に無敏

遣いしてしまっている。

当苦言の龍平せき、豊かきだN"を追い求め競&1てきた代欝として失ったものも大

きい。どこまで私たち睦豊かさを主主め続げるのだろう。豊かさとは締だろう。

之の沼で考え護さ告げれ詰金品栓い。(1 9 9 4φ461Mgyyj 
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「くらしの学習会jに参加して

12月に、宇和島から砥部町にヲ!っ越してきました。この度、こちらに来るに当たって、

どうしても r水Jのことが忘れられず、重信JIIで水について、熱心に調査している人が居

るとは知つてはいたげれど、はて?さて、お名前は?と、あちこち開いてみたけれどわか

らなくて、重信町役場でいろいろお話しを伺いました。そこで、重信町で熱心に水につい

て勉強しているグループがあると教えていただきました。

早速、 3月238に~石丸先生をお招きしての講漬会に参加させていただき、とても有

意義な時間を過ご、させていただきました。突然の飛び入りにもかかわらず、 「くらしの学

習会Jに参加させていただき、また会員の一人としてこれからも、一緒に勉強させていた

だげるごととなり、大変嬉しく思っております。頼りない私ですが、これからもよろしく

お顕いいたします。

私と水との出会いは、 2年ほど前に、ある仕事に関わってからです。それまで捧化槽に

ついては、まったく興味はなかったのですが、東宇和地区では、合併浄化槽にたいして、-

とても熱心に取り組んでいて、いかに大切で、水を守るためにどうすればいいのかet c. 
特に、野村町では合併捧化槽に対して、また婦人会の活動もとても活発で私もなんのかん

のといっても、無関心でいられなくなりました。特に、管理士さんの熱心き、捧化槽の中

を克れば、その家庭の鍵康状態を知ることができるとまでいわれました。不良の浄化槽に

対する取組もとても熱心です。

111に入つての微生物の研究から、棒化槽の点検の仕方まで、ずいぶん貴重な経験をさせ

ていただきました。ごの経験を無駄にしたくない、いつまでも忘れず、いつまでもきれい

な水であってほしい、これからの子供達にとっても、いい環境を残してあげたい。

一年足らず(J)仕事で終わってしまい、中途半端に終わってしまいましたが、そごで出会っ

た管理士の小玉さんが、忘れら札ず、私もなんとか、水に関わりを持って生きたいと思つ

ていました。何年かかってもいいから、菅理士の免許は私も持ちたいと思っています。か

なり離しいものがあるでしょうげれど、挑戦してみたいで‘す。 私の住んでいる砥部町で

も、合併捧化槽の取組みはとても熱心のようです。こちらの家を購入した時、合併浄化槽

がついているので、とてもうれしかったのですが、残念ながら不良だと言われ、ショック

でした。

合併浄化槽はか寄り普及してばいますげど、私の家のように、不良であるとか、いろい

ろな問題も数多く出てきているのでなないでしょうか。浄化槽法、正常な働きをしてこそ、

きれいな水になるわげで、その役目を果たしてなかったら、なんの効果も無くなってしま

います。これからいかにして、設家もこの不良諦化槽に取り組むか業者とのやり取りも大

愛でずが、このまま放っておくわけにもいかないので設場とも招談しながら進めていきた

いと思っています.

水に対していかに取り組むか、実が深くて大変だげど、それだけに興味もあるし、学習

会でたくさんのことを教えていただきたいし、触れさせてもいただきたいと思っておりま

すo (大西康代)
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先生宅を訪れて
一一トンボはオくの見張り番一一

南日本島然史前究所の補 i零幸所長にお話しを聞かせていただ、くチャンスに

車、まれ、石手立あるご自宅を訪れました o お庭に入ったとたんとンヤワとした

議講しい空気が流れ、まるで轟捧にいるようだ主あと感心しきりでした。

すでに器出議水ベントス醗究所薬師一男所長もお見えに在っていてーお二人

から費重金言語をしていただきました。

私達が住んでいる重信賄では r;松山平野で最も多嫌な生態系が競っていた上

重信橋付近の三か持泉やそこから境れる清誌や雑木林の一帯に、県内でも唯一

オオカワトンボなどの貴重者生鞠が生息していたが、時舟の農業開7}(路改穫の

為、 f主探ー礎壌きれ、壊滅的者打撃をうげている j との新開記事を見、自分

の住んでいる是元ですぼらしい自然が破壊されていることを知ワました。でも、

地元の人達の要望で水路改良が行われたこと、 「虫や華がなくなってきれいに

寄ってよかった Jとか言われているそうです。

しかし、水中の昆虫は水や本や草があってこそ生患できるおです。擁先生母

< rトンボは本の鬼議号番j と。トンボのいる)11や泉の水掠 f人が歓んでも安

，むだよ Jと知らせているのだそうです。重詰跨おように地下水を水道諜として

いるところは、水灘であるmや患を大切にしていか設いと安心して水道求者館

めないし、水の供給も難しく在ってしまうのです o

F現在楽をして、後世のことは知らない Jでは、あまりに豊勝手では告いだ

ろうか。

今、私達が現状維持の為的努力をし告げれば、自然を後世に残すごとは不可

能になっているのです@構先生は、 50年以上自裁を守るための活動を行って

きて、今まで、自分のやってきたことが生かされない現在の扶t誌に fむ悲しき j

を覚えていらっしゃるそうです。でも、賞じと、子供達が科学の自を護ったり、

自然の識しさの設かで生きる姿を見せる場所として、野村町で f蝶の楽関Jを

作られ走り、 F古代髄物の楽関Jを作ろうと意欲溝々で毎日忙しくされていま

す。嬬先生の元気をわけていただいて、お宅をf去にしました.， (A.r1.) 

名水揚皇霊信パネル
諜記パネル麗および講議会 F名水鑑定人重信を歩く J~こ多数の方々のご協力と参加を

いただき、いずれも盛況の内に終わることができました。ここに紙面をお鵠りしてお礼申

し上げます。

主主お、 Fパネル麗J龍曜にあたっ、皆離にご協力していただいたアンケートの結果を同

封しておりますので、一読していただげれば幸いです。住々木 鍵先生の講讃会の内容仁

つきましては、次号に詳し〈掲載する予定ですので来られZまかった方法ご期祷ください@
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外;秋バザーに参加しJ
' る5月23白書志捧J!IグリーンタウシのHさんど起でガレージセーんを行いましたの天{漢に恵

おかげさまで毘標額に達成することが出来ました。バザーが無事終わり、ホッとー患っ

会員中心メンバーの皆さんは F パネル作りの打ち合わせをしていました。

会員麗2ヶ月と言う荘、の拐めての参加持率が、今患のバザーと註々木先生の議議会のうちるわ

まれて F

くかつかないうちに

せでした。熱心にうちあわせをしているメンバーの謡から能々木先生が、どんなに多忙な芳で、

そのお話がどんなにすばらしいのか、少しですが、理解でき fてように患います。

会員の誌とんどが、無担入の::t:捕尾蓄にとって、不f芸品と手作り品のバザーの売り上げが、唯一、

資金援になります。講構会のための各覆ß;1~詰費用、パネル作りの費用等、今臨のバザーの売り上

げで賄えると開いて、私も、戦力になったかなと自議しています。

生まれも育ちも重告と言う私にとって、 「重需の水っていいのよ。ある地IXのなんて、西万十

J!Iにだって員けないのよ。 jと誓ってもらった時の驚きとうれしさ。実は、私が、会員になった
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〈らしの学智会( 1993年度

またひとつ、ふるさとがなくな可ました。

パネル撰でーも紹弁した、竜lR泉にプルトーザー

が入り、故樺が始まりましたo あの靖らか者

本選とていれぎ時一瞬の内に装を講しました。

下記日韓で、いまや自然のまま残されてい

る誌とんど唯一と在った三か材集と、今思工

事の芋の入った竜訳泉者どを克て@りたいと

患いますo

とき :8丹178(本〉あき 8時半
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〈らしQ)学習金で諒一轄に語轄する静捕を

事事主義しています@金費Eま年2ニ子丹暗いつでも

入金で事ます@お問い合わせは

〈邑しの学習会

重主催提T曹関 5容量一信$ 丸井芳

{事るいは、韓 :64-6956)まで

TEL:64-0828 


